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フ

ォ

ン
・
ウ

イ

ゼ

の

乱肛
會

學

論

(
こ

(蜀

逸

最

近

の
.肚

會

學

論

の

三
)

米

田

庄
.
太

郎

前
節
に
聾

し
・
オ
三

↓

-
氏
の
論
文
・
よ
れ
ば
、
膏
三

股
的
な
響

的
藁

問
こ
し
て
の
肚
塞

、

即
ち

一般
的
馨

留

筆

の
可
能
性
が
否
定
義

脚
の
み
な
ら
す
、
更
鞍

輩

巳

・
の
肚
塞

の
可
程

も
否
定
え

る
こ
芝

な
・
、
つ
　

何
れ
の
意
味
・
於
て
も
肚
塞

は
、
大
學
・
於
て
聖

な
る
建

盛

敷

授
撃

奪

義

立
な
・
學
問
已

て
、
存
立
し
得
な
い
こ
歪

な
る
の
で
あ
・
。
さ
れ
ば
會

猫
警

於
て
祉

曾
學
の
可
能
性
及
び
學
問
的
必
要
を
主
張
す
る
人
舟
、
或
は
既

に
大
學

に
於

て
砒
曾
學
を
講
義
し
、
更
に
肚
曾
學

の

敢
授
に
任
命
さ
れ
て
居
る
人
々
の
方
面

か
ら
し
て
、
大

に
反
封
論
の
起

る
の
は
當
然

で
あ
る
。
而
し
て

一
般
的
絡

合
的
藁

問
こ
し
て
の
肚
會
學
の
可
能
性
を
否
定
し

つ
・
、
特
殊
的
華

問

こ
し
て
の
其
の
罷

性
を
、
先
づ
明

確
に
論
述
し
把
の
は
濁
逸
の
杜
會
學
者

に
し
て
、
且
つ
其
の
方
針
は
今
日
の
濁
逸

の
杜
會
學
界
の

一
特
徴
こ
も
見

放
し
尋
ら
れ
る
ご
思
ふ
か
ら
・
余

は
此
庭
に
先
づ
右
の
方
針
を
ご
る
肚
曾
學
者

の
方
百
か
ら
の
反
封
論
、
即
ち
侍

り

そ

殊
的
葦

間

乞

て
の
審

學

の
可
能
性
を
表

す
・
説
を
、
纂

す

る
.、
ξ

す
・
が
、
今
晩
の
方
針
か
ら

.

論

叢

・
…

ウ
イ
芸

馨

無

筆

蓉
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五
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V
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五
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論

叢

・
オ

・
・ウ
イ
芸

審

學
論

・

筆

蓉

(
第
五
號

二
四
)

八
入
六

・

オ

ン
.
べ
ー

ロ
ー
氏

の
論

文
を
論

評
し
、
同

氏

ご
共

に

一
般

的
絡
合

的
な
學
問

こ
し

て
の
肚
會
學

を
否
定

し

つ
、
、

し
か
も
同
氏
長

謝
し
て
特
殊
的
藁

問
そ

て
の
肚
會
學
の
成
立
を
聾

す
・
婁

に
就
て
・
先
づ
聾

す
可

き
は

レ
オ

ポ
ー

川
ド
.
フ
ォ

ン
・
ウ

イ
ぜ
氏

が
、
同
じ

く

シ
ユ
屯
ラ
ー
年
報
千
九
百

二
十
年
度
第

二
冊

(ω
野
日
o
=
。
誘

一働
ぎ

.・。
ゴ

と

淘
げ
層・・
山
口
…

孟

件…

蟹

)
に
公

に

せ
・
も
の
、
「
特
殊
馨

し
て

の
肚
墓

」
(∪
凶。
。・
民

。募

国一ψ
固
昌N
Φ護

の・・ロ
・。
げ
田β

で
あ

ξ
。
但
し

フ
ォ

ン
・
ウ
イ

ぜ
巷

薯

島

…

{

。邑

は
新

設
の

ヶ
㌻

大
學

の

醤

的
國
求
愛

び
審

學

の
護

(
勺
・奮

島

・
蓬

…
醒

・景

・・
轟

.・壽

・　

・藝

・
:

島

.
N葺

ε

に
し

て
、
而

し
て
特
殊
學

`
し
て

の
肚
會
學

の
成

立
を
、
最

こ
も
熱
誠

に
主
張

し

つ
、
あ

る

一
人

で
あ

る
。
余

は

装

に
先
づ
右
の
論
吝

よ
う
て
、

同
氏
は
・
オ
三

↓

一

氏
の
見
解
を
批
評
し
つ
＼

如
何
に
特
殊
警

し
て
の
警

學
の
成
立
を
蒸

す
る
か
を
考
察
し
、
夫
よ
り
更
に
同
氏
の
他
の
論
文
や
著
書
に
よ
り
て
・
同
氏

の

肚
會
學
論
の
登
生
及
び
登
展
を
論
究
し
担

い
ご
思
ふ
。

一

「
特
殊
學

こ
し

て
の
…肚
會
學
」

フ
ォ

ン
・
ウ
イ
ゼ
氏
が
本
論
文
中

に
説
述

し
て
居

る
事
は
、

フ
ォ
ン
・
べ
ー

ロ
ー
氏

の
批

評

に
答

へ
て
、
特
殊

學

こ
し
て
綻

會
學
の
可
能
性
及
び
必
要
性
を
論
議
す
ゐ
芸

ふ
瓢
か
ら
見
て
興
味
あ
・
ば
か
り
で
な
文

猫
警

於
け
る
肚
會
學
の
研
甕

び
幾

の
現
状
を
知

・
爲

め
に
、
.婁

・
塞

な
・
蕎

を
與

へ
る
も
の
託

て
・「
ヌ

●



大

に
興
味
あ
る
も
の
で
あ
・
・
そ
れ
で
余
は
此
虜

に
本
論
文
の
主
旨
を
理

詳
し
逸

.へ
・
置
き
北

い
。
思
ふ
。

実
れ

フ
オ
三

-

了

は
」

般
的
或
・
難

曲
學
問

已

て
の
轡

學
某

可
聾

し
・
、
分
析
を
越

へ

て
馨

に
達
す

・
こ
・
は
、
肚
會
讐

於
て
殊
・
困
難
で
め
り
、
琴

日
必
要
な
る
毒

警

の
改
良
を
、
百
科

げ

全
書
的
教
授
職
を
設
置
す
・
こ
・
に
よ
り
て
成
就
す
・
・
ご
は
出
来
な
い
ご
論
じ
て
居
・
が
、
其

の
所
見
は
正
當

で
あ
る
・
併
し
特
殊
饗

し
て
の
祉
會
學
の
建
設
を
も
排
斥

せ
ん
馨

る
は
正
當
で
な

い
。
同
氏
経

會
學
的
問

題

の
存
在
を
認
め
て
居
・
が
・
し
か
も
華

の
問
題

・
集

器

學
問

の
範
域
内

・
於
・
最
も
よ
掛

先
・
れ
・

居

る
し
麦

翳

し
得
ら
れ
・
の
で
、
持
経

會
學
な
・
新
學
問
を
建
設
す
・
必
要
は
な
い
ガ
主
張
し
て
居
、
。

而
し
て
共
同
生
編

係
が
歴
史
、
法
學
、
軽
輩

、
民
族
學
、
璽

、
.葺

、
曇
目語
學
其
他

・
於
。
、
既
。
廃

さ
れ
て
居
る
こ
ご
は
書

で
あ
・
・
し
か
も
其
筈

の
葦

間

の
研
究
の
外

・
、
特

・
人
間
關
係
の
諸
形
式
を
叢

こ
す

三

の
濁

主
な
る
特
殊
科
學

が
必
要

で
あ
り
、

ヌ

有
益

で
あ

る
の
で
あ
る
。

・
オ

ン
.
,↑

・
-

氏

が
、
特

殊
讐

し
て
の
肚
會
學
の
建
設
を
承
認
し
ま
い
手

・
理
碧

し
て
論
述
し
て
居
る
・
註

、
明
白
で
な
-
、
ヌ

充
分

で
な

い
。

実
れ
ノ
フ
イ
ス
多

の
騰

暴

、
人
間
を
取
扱
ふ
網
て
の
學
問
が
、
個
人

ご
肚
讐

の
關
係

を
種
・
な
、
方

面
に
於
て
嘗

論
究
し
て
居
…

、
ヌ
其
の
場
食

磐

、
緯

的
集
團
勢
力
が
選

曲
、
能
働
的
な
要
素
こ

し

て
、
叉

個
人

が
依
存

的
、
受

働
的
な
要

素

こ
し

て
考

察

さ
れ

て
居

る
こ

ご
は
、
何

人
も
疑

は
な

い
で
あ
ら

う
。

論

叢

・
オ

ン
・
ウ
イ
ゼ
羅

箪

論

筆

奪

(第

五
號

二
五
)

八
八
七

り

吃」



論

叢

・
オ
ン
・ウ
・
芸

肚
塞

論

第
支

巻

(第
五
號
.

三

八
)

人
入
入

賞
際
に
於
て
、
.肚
會
は
實
在
的
現
質
的
な
も
の
に
し
て
、
個
人
は
大
な
b
小
な
り

「
の
抽
象
で
あ
る
ご
見
ポ
こ
ご

は
、
決̀
し
・
近
世
肚
璽

の
登
見
で
ば
な

・
。
個
人
轟

を
征
服
す
る
こ
ピ
が
・
肚
璽

の
本
質
及
茎

要
霧

で
あ
る
ご
解
す
る
人
・
は
、
肚
塞

を
馨

し
て
居
・
の
で
あ
・
。
個
人
義

の
征
磐

云

高

麗
は
逼

塞

。
{

て
他
の
種
。
な
。
問
題
異

・
、
只
口番

・
れ
て
居
・
だ
け
で
、
決
し
て
含

既
に
、
普
遍
主
撃

確
立

す
る
様
に
、
終
法
的

に
解
決

さ
れ

て
居
る
ご
云
ふ
の
で
な

い
。
而
し
て
余
輩
の
杜
會
學
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
人
間

ご
肚
會

こ
の
關
係
の
問
題
に
於
て
、
從
來
の
問
題
呈
出
の
仕
方
且
正
當
で
な
く
、
随

ふ
て
珪
ハ
の
問
題
は
全
C
解
決

・
れ
得
な
か
つ
把
。
是
れ

一
切

の
復

啓

在
物
及
覆

等
の
共
同
團
讐

同
時
摘

讐

し
て
集
團
(
N
甕

.
'

露

く
.。
⊆⑦
昌
.・昌
量

。
置
a窪

く.峠。峠。
昌
)
で
あ
・
か
ら
で
あ
・
。
「
絶

へ
す
個
人
嬉

し
て
圖
事
的
態
度
を
ご
る
」
肚
會

學
。
、
學
問
的
灘

の
前
階
段

・
停
滞
す
・
む
の
、
而
し
羅

へ
棄

團
的
勢

鋳

し
て
畢

的
窪

を

・
る

肚
會
學

ご
同

機

に
、
排
斥

さ
る
可
き
も
.の
で
あ

る
。

實
謹
圭
謹

璽

は
、
含

響

・
於
・
も
雀

其
の
代
馨

(
・
ユ
・
!

多

あ

如
き
)
を
有
す
る
慮
の

審

學
の
只

碁

枝
・
響

な
い
。
併
し
肚
塵

の
範
域
に
於
け
・
會

の
多
く
の
研
究
蕎

・
例

へ
ば
オ
.ト
マ

ー

.
シ
ュ
パ

ン
の
如
き
、

吐
曾
學

ご
賞

讃
主
義

ご
を
同

一
観
す

る
こ
ご
に
強

く
反
謝

し
て
居

る
。

余
輩

の
見

る
庭

で

は
、
人

々
は
歴
史

哲
學

ご
肚
會

學

ご
を
、
充
分

に
鋭
く
囁

別
し

て
居
な

い
機

に
思

は
れ

る
。
進

化

や
階
段
轟

成

の
法
則
を
確
立
せ
ん
与

る
・
・
は
、
答

學
の
霧

で
は
な
く
、
実
れ
基

岩

學
の
霧

で
あ
奇

き
募

、
.



エ

る
。
而
し

て
か

、
る
意
味

に
て
、
余
輩

は

コ
.ン
ト
を

血
會

學
者

ご
認

め
難

い
の
で
、

コ
ン
ト
は
本
来
人
類

の
進
化

や
其

の
階
段
構
成

の
法
則
を
登
見

せ
ん

こ
し
た

の
に
過

ぎ
な

い
の
で
あ

る
。

此

の
所

謂
「
杜
會
學

の
.螢

明
者

」
の
、仕

事
は
・
今
日
の
肚
會
學
長

僅
か
な
關
係
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
ヌ
彼
の
静
墨
画

學
あ

甥

は
葦

古
く

な

っ
て
居
る
。
殊
に
注
意
す
可
き
は
、
力
學
其
物
は
最
早
此
の
歴
別
を
保
持
し
て
居
な
い
こ
ご
で
あ
る
。

併
し
學
問
こ
し
て
の
肚
會
學
は
、
天
才
的
佛
蘭
画
質
讃
主
義
者

コ
ン
ト

か
ら
始
ま
つ

セ
ご

見
る
は

便
宜
で
あ

る
・
足
れ
蔵

に
彼
は
裏

に
名
を
附
し
奮

云

ふ
だ
け
で
?

、
更
疲

か
ら
し
て
、
寵
會
を
組
織
的
に
研
究

さ

れ
得
る
漿

見

る
傾
向
或
は
努
力
が
始
ま

つ
π

か
ら
で
あ
・
。

夫
れ
ま
で

の

一
切
の
肚
會
哲
學
及

び
倫
署

學
、
國
家
に
關
す
る

皿
切

の
思
辨
、
人
間
共
同
生
活
關
係
論
に
閲
す
る
無
敷
の

一
切
の
貢
献
、
総
て
其
等

の
も
の

は
他
の
目
的
に
向
け
ら
れ
乾
る

一
學
問

の
全
膿

に
附
周
し
、
夫

れ
に
利
用
さ
れ
る
研
究

に
外
な
ら
な
か
つ
.セ
。
而

し
て
先
づ
統

語

こ
し
て
の
肚
會
を
、
来
れ
自
身
に
於
て
あ

新
し
鼻

問
鶉

饗

し
義

立
書

6

.ご
が

.

肝
要

で
あ

っ
把

が
、
之
を
始

め
て
逮
成

し
把

の
は

コ
ン
ト
で
あ

る
。

他
の
塁
間

に
め
り
て
も
、
其
の
歴
更
が
始
麦

芸

は
れ

る
時
瓢
は
、
常

に
異
強

し
に
決
定
さ
れ
な

い
。
此

の
皐
は
殊

に
経

済
學

に
就

て
認

め
ら
れ

る
。

ケ
ネ
ー

を
経
濟
學

の
父

ご
認

む
可

き

か
、
ヌ
は

ア
ダ
ム
・
ス
、、、
ス

を

夫

れ

ご
認
む
可

き

か
Q
重
商
主
義

は
繹
濟

學
前
史

に
厨

す

る
か
。
確

か
に
吐
會
學

の
前
史

は
長

い
。
吾
人

は
政
治

學
及

び
文
化
史

ご
結
び
附
け
、
敷

世
紀
を
通

じ
て
其

の
流
を
追
は

ね
ば
な

ら
な

い
で
め
ら
う
。
併

し

シ

ユ
パ

ン
の

論

叢

・
オ

・
・穿

・
の
枇
墓

訟

、

華

客

(第

五
號

二
七
v

八
入
九

■



論

叢

。
オ
ン
・ウ
イ
芸

馨

學
論

華

客

(
第
五
號

二
八
)

八
九
。

如
く
、
。
ツ
ト
及
び
7
イ
ーグ
長

て
肚
窟

の
創
設
蓼

認
・
奮

す
・
は
穏
當
で
な
い
・
霊

慧

主
著

學

は
確
か
に
警

箪

の
多
量
を
含
ん
で
居
・
。
併
し
蕃

化
形
式
の
組
欝

研
究
は
・
ぞ

芳

中
に
存
在
し
な

。
。
誓

言

の
余
輩
は
.
ン
あ

跡
を
追

へ
・
百
科
書

的
肚
塞

者
や
、
危
険
な
非
科
學
的
な
整

を
重
要

視
す
、
生
物
學
派
の
袋

者
も
、
何
れ
も
只
徐
・
星

起
す
・
庭
の
、
擢

・
限
定
・
発

三

肚
塞

の
前
行

者
こ
し
て
の
み
、
見
倣
ね
ば
な
ら
な
.・
濡

ら
う
。
世
界
及
び
人
間
を
普
遍
的
・
舞

せ
ん
手

・
彼
等
の
努
力

は
、
大

に
吾
人

の
注
意
を
惹
く
、
併
し

吾
人

の
從

ふ

可
き
.先
例
を
與

へ
る
も

の
で
な

い
。

歴
史
家
違

塞

者
あ

間
に
は
、
殆
ん
ど
避
け
得
ら
れ
な
藻

大
な
・
錆

が
存
立
す
る
誉

見

へ
る
・
六

+
年
以
前
・
人
・
饒

聴

講

楼

…

芒

・
・
網
て
の
蓼

墜

な
る
事
物
を
包
芋

三

の
學
問
ざ

云
。
が
如
き
も
の
は
、
決
し
署

へ
得
・
れ
な

・
・
言
明
せ
る
}

・
こ

ケ
の
著
作
・
於
て
・一
睡
崇

が
審

患

に
.下
せ
る
最
こ
も
深
刻
な
批
票

見
出
・
れ
・
。
歴
史
家

・
募

は
文
化
の
普
註

解
響

で
あ
る
ご
信
ず

、
が
故

。
、
肚
璽

の
出
現
・
依
薦

史
家
の
簾

が
損
傷

さ
れ

・
惨

威
じ
た
の
で
め
・
・
而
し
て
肚
會
學
が

聖

哲
署

し
て
考

へ
ら
れ
、
夫
れ
が

一
切

の
歴
史
的
藁

を
解
明
せ
ん
手

・
性
質
を
有
す
る
以
上
・
歴
史
家

が
之
れ

に
謝
し

て
猜

忌
の
念

を
抱

け

る
は
、
敢

て
怪

む
可

き
纂

で
な

い
。
然
6

に
他

方

に
於

て
は
、

ス
ペ
ン
サ
ー

の
日
以
来
肚
曾
學
者
間
・
、
肇

・
與

へ
・
資
料
・
封
ず
・
不
僅

・
念
が
・
大
に
強
ま

っ
て
居
る
・
而
し
て
歴

史
墓

ご
讐

學

こ
の
奇
妙
な
各

讐

、
不
自
然

・
し
麦

不
幸
で
あ
っ
把
・
是
れ
心
理
的
書

及
び
動
獲



究
の
特

に
肚
會
學
的
な
る
方
法

は
、
歴
史
的
事
實
,の
積

及
び
過
者

に
聞
す
る
讐

の
利
用

に
於
て
、
吾
人
が
最

大
の
注
意
を
佛
ふ
こ
ご
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
解
緯
慾
及
び
思
辨
井

に
形
而
上
學

へ
の
傾
向
を

有
す
る
實
質
的
歴
変
哲
學

は
、
本
来

一
切
の
経
験
的
及
び
精
密
的
肚
會
學

の
正
反
射
で
あ
る
。
か
く
て
米
國

の
肚
.

曾
學
者
や
・
欧
洲
に
あ
b
て
は
・
ク
ス
・

モ
・
あ

如
き
人
厄
が
、
歴
史
を
補
助
響

見
・
見
地
を
殆
ん
ど
ぞ

放
棄
し
、
其

の
探
究
を
主

こ
し
て
現
在

の
杜

會
的
事

實

に
限

っ
て
居

る

の
は
、
注
意
す
可

き
で
あ

る
。

轟

然
る
に
歴
史
哲
學
湛

會
響

塞

然
同

源

せ
ん
・、
す
る
バ
ル

、
は
、
只
歴
史
増

盤

あ
る
も
の
の
み

が
・
血
會
學

の
劉
象

で
あ
b
得
る
ε
主
張
し
、
而
し
て
ジ
・
メ
〃
や
ワ
ク
ス
ウ
、
ラ
ー
の
如
き
は
、
歴
史
的
資
料

の
運
用

に
於
て
、
科
學

の
対
象
こ
な
る
だ
け
充
分
重
要
.な
る
其
筈
の
人
間
的
關
係
を
選
鐸
す
乃
標
準
を
敏

い
て
居

る
ご
非
難
し
て
居
る
。
パ
ー

川
ト
の
考

へ
に
よ
れ
ば
、
人
間
的
關
係
の
総
て
の
漣
波
も
此
の
重
要
の
度
合
を
有
す

る
の
で
な
く
、
只
吾
人
が
幾
世
紀
を
麺
じ
て
追
跡
し
得
る
持
続
的
な
意
志
及
び
精
神
の
大
潮
流
の
み
が
、
之
を
有

す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
筈

の
大
潮
硫
を
叙
述
し
、
出
家
可
く
は
ヌ
之
を
説
明
す

る
の
が
、
乃
ち
肚
曾
學
の
任

務
に
し
て
、
か
C
て
社
倉
學
は
同
時

に
歴
史

の
理
論

こ
な
る
の
で
あ
る
。

此
庭

に
バ
ー

ル
ト
の
説

を
論
評
す

る
暇
は
な
い
で
、
只
夫
れ
に
就
て
簡
軍
に

一
言
す
る
だ
け
に
止
め
る
が
、
夫

.

れ
は
全
く
承
認
さ
れ
難
き
も
の
に
し
て
、
バ
ー

ル
ト
の
提
出
す
る
標
準
よ
り
は

一
層
確
實

ご
思
は
れ
る
他
の
諸
標

準

が
あ
る
。
し
か
も
歴
史
的
資
料
を
使
用
す

る
必
要
、
及

び
杜
會
學
の
最
こ
も
多
く
の
章
が
其
の
歴
史
的
部
分
弁

論

裟

・
…

ウ
イ
ゼ
の
駐

學
論

筆

黍

(肇

號

二
九
)

人
当

り



論

叢

・
オ
・
・
ウ
ィ
ゼ
の
肚
塞

論

筆

黍

(第
五
號

三
9

八
九
二

に
歴
史
的
成
分
を
有
す
る
・
云
ふ
事
實

は
、
疑
奇

か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
只
此
際

に
方
.法
論
的
.疑
開
が
重
要

で
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
叉
現
在

か
ら
の
出
来

る
だ
け
直
接
的
な
観
察
材
料
は
、
あ
ま
ウ
に
主
観
的
に
取
.捨

さ
れ
て
.

居
る
ご
思
は
れ
る
過
古
の
資
料
よ
り
も
、

一
層
敷
迎
さ
る
可
き
で
あ
る
。
此
庭

に
は
只

べ
一

・
7
が
、
耐
會
學
者

の
企
だ
て
た
る
歴
史
哲
學

に
劃
し
て
加

へ
π
る
非
難
は
、
全
く
正
當
で
あ
る
ご
云

へ
ば
、
実
れ
で
充
分
で
あ
る
ξ

思
ふ
。

さ
れ
ど
肚
會
學
外

に
於
て
、
共
同
生
活
關
係
が
奮
専
門
學
科

に
、於
て
叙
述
さ
れ
、
取
扱
は
れ
た
仕
方

は
叉
補
充

を
要
す
る
ご
思
ふ
。

ペ
ー

ロ
ー
が
第
十
九
世
紀
間
に
於
て
、
肚
會
學
的
問
題
を
深
く
探
究
せ
ん
こ
す
る
衝
迫
の
強

ま
れ
る
こ
ご
を
示
す
爲
め
に
塞
げ
乾
る
多
く
の
實
例
は
、
實
に
有
益
な
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
不
充
分
な
る
見
地

の
下
で
考
察

さ
れ
花

一
の
結
合
の
認
識

に
罰
す
る
憧
憬
は
、
盆

々
高
ま

っ
て
居
た
の
で
あ
る
。

.

今

や
吾
人
は
、
奮
肚
會
學
者

(殊
に
シ
エ
フ
レ
の
如
き
肚
會
學
者
も
亦
)
の
目
標
及
び
海
は
、
遵
奉
す
る
値
な
き

も
の
に
し
て
、
よ
ろ
し
く
放
棄

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
な
る
を
、
喜
ん
で
承
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
併
し
吾
人
、は

又
彼
等
が
あ
ま
り
に
ぞ

藁

ん
だ
こ
こ
か
ら
生
起
せ
る
、
彼
等
.の
誤
謬
の
歴
史
的
必
然
性
及
び
其

の
有
益
な
る

こ
ご
を
、
よ
ぐ
理
解
す

る
の
で
あ

る
。

一
科
學

が
其

の
幼

稚
な
時
代

に
於

て
、
其

の
目
標
を
あ
ま
り

に
慶
大

に
、

ヌ
方

ま
b
に
普
遍

的

に
見
定

め
た

こ
す

る
も

、
そ
れ
は
其

の
科
學

に
ビ

り
て
決

し
で
有

害
で
あ

る
ご
は
云
は
れ
・な

.

い
。

肚
會
學

の
螢
達

の
始

め
に
當

て
、
學
者

の
心

を
捕

へ
て
居
た

の
は
、
組
合
を

求
め
る
念

、
即
ち
肚
會
化

せ
る



文
化
人
を
正
當
に
宇
宙
の
秩
序
中
に
は
め
込
み
、
蓄

蕃

約
諾
勢
力
を
農

科
學
曽

決
定
せ
ん
こ
す
る
企
だ

て
は
-
現
實

に
成
就
し
得
ら
れ
.る
も
の
で

あ
る
ご
云
ふ
希
望
で
あ
っ
陀
。

而
し
て
来
れ
よ
り
、生
ま
れ
党
偏
局
な

思
想
的
建
築
は
、
實

に
肚
大
な
、・
吾
人

に
敢
ゆ
る
庫
多
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
夫
れ
は
ま
さ
し
く
其
の
鉄
略
や
偏

見

に
よ
.り
て
壮
大
で
、
敷
ゆ
る
虎
多
大
で
あ
る
ご
云
ひ
得
ら
れ
る
。
其
等
の
人
々
は
彼
等

の
自
か
ら
定

め
把
任
務

の
逡
行
可
能
性
や
困
難
を
誤
解
し
て
暦
仁
ご
思
は
れ
る
の
で
、
丁
僕

べ
ー

ロ
ー
が
肚
會
學
的
要
求
は
人
間
に
封
ず

る
在
来

の
學
問

に
よ
り
て
よ
く
充
把
さ
れ
、
其
筈
の
學
問
の
成
果
は
肚
會
學
的
認
識
に
封
ず
る
吾
人
の
欲
求
を
充

分
に
満
足
さ
せ
る
ご
考

へ
る
時

に
、
問
題
を
誤
解
し
て
居
る
が
如
く
で
あ
る
。
決
定
的
な
る
も
の
は
、
吾
人
が

一

の
科
學

に
於
て
到
達
せ
ん

ご
努
.カ
す
る
最
後

の
叉
最
深
の
目
標
で
あ
る
。
肚
曾
比
の
形
式
の
分
析
は
、
只
間
接
的

に
歴
史
家
、
法
學
者
、
言

語
學
者
等
に
よ
り
て
行
な
は
れ
る
だ
け
で
決
し
て
完
成

さ
れ
得
な

い
。
余
輩

の
見
る
庭

に
よ
れ
ば
、
.祉
會
學
的
認
識
.を
求
め
つ
＼
、
し
か
も
よ
く
之
を
獲
得
し
て
居
な
い
第
十
九
世
紀
の
諸
研
究
が
、
内

容
的
な

る
も
の
あ

混
合
か
ら
形
式
問
題
を
切
り
離
す
必
要
を
、
強
義

示
し
て
居
・
の
で
皇

。
来
れ
は
如
何
.

に
し

て
な
さ

る
可

き
が
、
又
夫

れ

に
は
如
何
な

る
困

難

が
件
な

ふ
か
は
、
後

に
論
ず

る
。
此
腱

で
は
濁
逸

に
於
て

も
亦

益

々
、
肚
會
性

の
問

題

へ
の
新
し

き
、

よ
ゲ
自

由

な
、
叉
よ

b
濁
主
な
通
路

に
封
ず

る
鳳
望
が
、
張
ま

り

っ

つ
あ
る
・
妄

指
摘
す
れ
ば
よ
い
患

ふ
・
暴
れ
は
決
し
て
軍
三

時
曽

流
行
で
?

、
寧
ろ
永
続
酌
量

せ

ら
れ
把
る
精
神
的

一
欲
求
で
あ
る
。
.思
惟
す
る
人
は
、
如
何
な
る
法
則
に
從
ふ
て
彼

の
自
我
が
他
の
人

々
、
團
鷺

潮

論

叢

・
オ
ン
・
ウ
イ
芸

聾

學
諦

第
支

巷

(第
五
號

三

)

八
九
三

,
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八
九
四

及
び
抽
象
的
集
團
力
に
結
び
付
け
ら
れ
て
居

る
か
を
、
理
解
せ
ん
ご
欲
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
夫
れ
に
就
て
奮
學

問
か
ら
大

に
學
び
得

る
。
併
し
彼
は
人
稽
代
名
詞
の
秘
密
の
裏
に
達
す
る
爲

め
の
、
よ
り
直
接
的
、
よ
り
眞
直
な

一
路
が
あ
ら
愚

な
ら
雪

辱

る
。

・↑
占

1
の
云
ふ
暫

、
ジ
曳

蔭

彼
の
吐
會
學

に
於
て
・

「
宛
か
も

祀
會
學
的
考
察
、
個
人
の
相
互
作
用
及
び
協
働
炉
ら
歴
史
的
現
象
を
説
明
す
る
こ
ご
が
、
比
較
的
に
新
し
き
戴
物

で
あ
る
が
如
く
に
装
ふ
」
こ
す
れ
ば
、
是
れ
其
の
装
ひ
の
裏
に
、
全
く
正
當
な
る

↓
思
想
、
即
ち
此
等
の
人
間
の

相
互
關
係
を
、
肚
會
學
的

に
快
く
可
か
ら
ざ

る
補
助
學
科
が
な
し
得
る
よ
り
は
遙

に
多
く
、
特
殊
的
諸
目
的
及
び

事
實
的
諸
結
.合
の
交
錯
か
ら
究
明
せ
ん
こ
す
る
思
想
が
、
潜
在
す
る
の
で
あ
る
。

尚
ほ
再
び
べ
ー

ロ
ー
の
提
出
せ
る
二
つ
の
中
心
問
題
に
立
ち
蹄

っ
て
考

へ
て
見
よ
う
。
暴
れ
ま
で
は
、
、若
し

べ

ー

ロ
ー
が
既

に
之
れ

に
答
解
を
與

へ
た
こ
考

へ
る
な
ら
ば
、
彼
は
誤

っ
て
居
る
こ
ご
を
確
か
め
把
だ
け
で
あ
る
。

併
し
尚
ほ
彼
の
「
實
際
的
教
授
法
に
饗
す
る
推
論
」
を
考

へ
る
時
は
、
彼
が
與

へ
得
陀
b
し
答
辯
、
(
詳
し
く
云

へ
ば

彼
の
否
定
的
答
解
の
基
礎
附
け
)
は

一
居
明
か
に
な
る
で
あ
ら
う
。

べ
ー

ロ
ー
は
肚
會
學
の
教
授
に
任
命

さ
れ
た
學
者
が
、
或
特
殊
な
學
科
の
専
門
家
で
あ
る
場
合
に
就
て
論
じ
て

居
る
(前
章

べ
ー

ロ
ー
の
論
文
奏
者
)
。

此
腱

に
べ
1

ロ
ー
は
、
肚
會
學
の
漱
科
を
設
耽
る
に
就
て
起

る
庭
の
眞
實
な
困
難
を
適
切

に
指
摘
し
て
居
る
。

ヌ
肚
會
學
の
教
授
が
同
時
に
之
れ
に
接
近
す

る
或
學
科
に
於
け
る
専
門
家
で
あ
る
ご
云
ふ
こ
ご
も
必
要
で
あ
る
ご

C



「

思
ふ
。
(
但
し
此
の
場
合

に
、
何
れ
の
學
科
に
優
位
が
認
め
ら
る
可
き
か
を
論
争
す
乃
は
無
益
で
あ
る
。
確
か
に
哲

學
は
先
づ
第

一
に
擧
げ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
併
し
吾
人
は
同
時

に
肚
會
學
を
論
ず
る
哲
學
者
は
、
公
的
生
活
の
生

き
把
観
想
を
有
す
る
こ
ご
、
彼
は
其
の
心
眼
が
市
場
を
眺
め
、
ヌ
人
間
の
雑
閙
に
向
け
ら
れ
る
哲
學
者
で
あ
ら
ね

ば
な
ら
鬼
こ
ご
を
、
要
求
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
若
し
肚
會
學
者
が
同
時
に
経
済
學
者
で
あ
る
な
ら
ば
、

彼
は
経
済
の
技
術
よ
b
は
よ
り
多
く
、
経
済
の
哲
學
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
祉
會
學
者
が
民
族
學
者

或
は
土
俗
學
者
で
あ
る
場
合
に
就
て
も
、
同
.じ
事
が
云
ひ
得
ら
れ
る
。
)
殊
に

「
肚
會
學
的
認
識
は
糟
…棘
科
學
或
は

文
化
科
學
の

一
切
の
學
科

の
共
同
的
研
究
を
希
願
す
る
」
ご
云
ふ
べ
一

7
1
の
見
解
は
、
正
當
で
あ
る
。
(自
然
科

學

に
就
て
も
亦
、
.或
學
科
殊

に
生
物
學
及
び
.人
類
學
の
共
同
的
研
究
が
望
ま
し
い
。
)
多
数

の
諸
學
科
の
専
門
家
の

協
働
は
、

一
般

に
最

ご
も
満
足
な
、
最
ざ
も
異
論
の
な
い
結
果
を
産
出
す
る
で
あ
ら
う
。
吾
人
若
し
内
容
か
ら
形

式
を
抽
出
せ
ん
ご
す

る
な
ら
ば
、
先
づ
内
容
を
知
ら
ね
ば
な
ら
訟
。
而
し
て
其
の
内
容
の
知
識
は
、
接
近
せ
る
専

門
學
科
が
肚
會
學
者
に
與

へ
る
の
で
あ
る
。
併
し
特
に
肚
會
的
な
る
抽
象
の
仕
方
に
封
ず

る
肚

會

學

者
の

戚
畳

は
、
具
禮
的
事
實
結
合
を
知
ら
ん
こ
す

る
念
よ
り
も
、
更
に
強
く
な
け
れ
ば
な
ら
沁
。
肚
會
學
者
に
謝
し
て
は
、

総

て
の
資
料
は
、
彼

が
人
間
ご
人
間
こ
の
相
互
作
用
に
閲
し
て
、
夫
れ
か
ら
引
き
出

さ
る
可
き
も
の
を
何
よ
り
も

さ
き
に
、
叉
出
来
る
だ
け
充
分
に
引
き
出
す
ご
云
ふ
こ
ご
に
よ
り
て
、
先
づ
重
要
視
さ
る
可
き
で
あ
る
。

今
肚
會
學
者
が
、

一
の
専
門
學
科
に
深

い
根
柢
を
置
く
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
確
か
に
べ
I

V
一

の
指
摘

せ
る
弊
害

論

叢

フ
ォ
ン
・ウ
イ
ゼ
の
杜
會
學
論

策
+
入
巷

(第
五
號

三
三
)
・御
八
九
五



論

叢

フ
ォ
.ソ
・ウ
イ
ゼ
の
肚
會
學
論

策
+
八
巷

(第
五
號

三
四
)

入
九
六

を
伜
な
ふ
も
の
.で
あ
る
。
か
＼
る
祉
會
學
者

は
二
君
に
仕

へ
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
例

へ
ば
脛
濟
學
の
専
門
家
に
し

て
肚
會
學
を
研
究
す
る
人

々
は
、
経
済
學

の
範
域
に
於
け

る
研
究
や
理
論
の
呈
出
す

る
要
求
の
多
大
な
る
を
よ
く

知

っ
て
居
る
。
而
し
て
経
済
學

の
専
門
家
こ
し
て
は
、
其
等
の
諸
要
求
に
臆
す
る
模
に
、
自
分
の
研
究
を
進

め
な

け
れ
ば
な
ら
訟
ε
信
ず
る
が
、
し
か
も
そ
う
す
る
時
に
は
、
肚
曾
學
者
こ
し
て
の
任
務
を
霊
く
す
こ
ざ
が
出
来
な

く
な
る
。
此
の
際
か
＼
る
人

々
は
、
只
経
済
學
の
特
殊
的
諸
節
域
、
例

へ
ば
財
政
學
や
信
用
論
の
如
き
も
の
に
於

け

る
猜
立
な
る
研
究
を
段

々
に
放
棄
し
、
而
し
て
特

に
肚
會
學
上
牧
獲
の
多

い
経
済
學
の
部
分

に
、
よ
り
多
く
力

を
注
ぐ

こ
ご
に
よ
り
て
の
み
、
二
重
の
要
求
を
充
托
し
得

る
の
で
あ
る
。
併
し
此
の
如
く

に
縄
濟
學

の
要
求

に
庵

懸
じ
つ
、
、
肚
會
學

の
研
究

に
從
ふ
て
行
く
時
は
、
其
等

の
人
々
は
経
濟
學
の
要
求

に
も
慮
す
る
爲
め
に
、
既
に

樹
立
し
把
肚
會
學
案
、
其

の
逡
成
に
よ
り
て
特
に
肚
會
學
的
研
究
の
進
歩
が
世
人
に
切
望

さ
れ
る
肚
會
學
案
を
、

屡

々
幾
十
年
間
も
遽
成
し
得
な
い
こ
ご
に
な
る
。
も
っ
こ
も
実
れ
が
爲

め
に
其
等
の
人
々
の
肚
會
學
的
思
想
が
、

益

々
大

に
圓
熟
す
可
き
こ
ご
は
確
實
で
あ
る
。
し
か
も
切
迫
せ
る
赴
會
學
上
の
問
題
が
呈
出
さ
れ
、
而
し
て
其
の

答
解
に
力
を
霊
く
す
の
が
、
自
分
の
任
務
ご
信
ず

る
人

々
に
あ
b
て
は
満
常
に
其
の
答
解
の
爲
め
に
カ
を
注
ぐ
こ

ご
が
出
奈
な
い
の
で
、
屡

母
只
之
を

眺
め
て
居
る

だ
け
に
止
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
苦
痛
で
あ
る
で

あ
ら

う
。
而
し
て
か
、
る
状
態
の
下
に
於
て
は
、
肚
會
學

は
到
底
充
分

に
登
達
す

る
こ
ご
が
、
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。

独
逸

に
於
け
る
肚
會
學

の
歴
史
を
批
判
す
る
人
々
は
一
右
の
事
情
を
観
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
凋
逸
に
於
て
は

●



L

、

吐
會
學

の
研

究
は
、
他
國

に
比

し
て

後

れ
て
居

る

ご

云

ふ
ペ
ツ
ケ

川
の
意
見

は

正
當
.で
あ
る
。
而
.し

て

其

理
由

は
、

つ
ま
り
濁
逸
の
學

者

は
、
大
抵

は
只

「
副
業

」

こ
し

て
肚
會
學

を
研
究

し
得

る
に
止

ま
る
ご
云

ふ

こ
ご
で
あ

.
る
。
猫

逸

に
於

て
は
書
入

は
常

に
左

の
如

き
事
實

を

目
撃

す

る
。
即

ち
畢
生
時
代

に
は
多

く
の
人

々
は
特

別
な
熱

心
を
以

て
肚
會
學

の
研
究

に
這

入
り
、

ヌ
斯
學

に
劃

す

る
愛
を
失

は
な

い
が
、
併

し
段

々
第
二

の
専
門
學
科

(
実

れ
は
在
来

の
何
れ
か

の
學
科

に
し
て
、
學
者

射
撃
望

或
は
尊
敬
を

】
暦

よ
く
保
護

す
る
も

の
)

の
研
究

に
、
専

ら

力
を
注
ぐ
可
く
鯨
儀
な

く

さ
れ

て
く

る
。
か
く

て
多

く

の
杜
會
學

の
着

手

や
考
案

が
、
全

く
完

成

さ
れ

す

に
絡
は

る
。
更

に
他

の
學
科

の
専
門
家

の
皮
肉

な
、

又
悪
意

あ

る
批
評

や
、
肚
會
學

の
専

攻
者

ご
云

へ
ば
デ

イ

レ
タ

ン
タ

ご
評

さ
れ
る
炉
も
知
れ

訟
ご
云

ふ
恐
れ
が
、
始

め
肚

會
學

に
興
味
を
有

せ

る
人

々
を
し
て
、
遽

に
は
全

く
之
を
放

棄
す
.る
に
至
ら
し

め
る
の
で
あ

る
。

ぺ
」

"
1

の
あ
ま

b
重

要
で
な

い
意

見

の
批
評

は
、
暴

れ
ぐ

ら
ひ
で
止

め
、
是

れ
よ
り
肚
曾

比

の
形
式

の
特
殊

な

る

一
撃
問
範
域

の
生
存
能
力

に
閲

す

る
、
彼

の
質

問

に
答

へ
る
こ
ご

ε
す
み
。

先

づ
方
法
問
題

に
就

て
少
し
く
述

。へ
て
置
き

担

い
。
若

い
科
學

に
謝

し
て
方
法
問
題

の
根
本
的

に
重

要
な

る
こ

ご
は
、
何
人

も
否
認

し
な

い
で
め
ら
う
。
嘗

て
ジ

ム
メ

ル
は
、
総

て
承
認

さ
れ
て
居

る
學
問

に
あ

り
て

は
、
方
法

問
題

の
議
論

は
直
ち

に
後

退
す

る
が
、
併

し
新

し
き

學
問

に
あ
り
て
は
、
學
問

の
燈
系

に
於
け

る
其

の
地
位
を
決

定

す

る

こ
ご
の
困
難

は
甚
大

に
し

て
、
其

の
方
法

の
効
果

に
閲

す

る
論
究

は
、

一
の
新
し

き
ヌ
濁
立
な

る
課
題

を

論

叢

7
オ
ン
。ウ
イ
ゼ
の
肚
會
學
誰

第
十
八
巻

(第
五
貌

三
五
)

八
九
七

■
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輪珊

曙取

フ
オ
ソ
・ウ
イ
ゼ
の
凱匹
倉
出甲論

第
十
入
答

(第
五
盟
伊

三
山ハ)

入
九
八

r成

す
も

の
な
る
を
、
適
切

に
論
述
し
把
。
.而
し

て
肚

會
學

に
關

し
て
は
、

濁
逸

に
於

て
は
、
方

法

の
議

論

は

一
の

廣
大

な

る
.
恐
ら
く

は
あ

ま
り
に
廣
大
す

ぎ

る
範
圃

を
占

め
て
居

る
。
元
来
此

の
議
論

の
目
標

は
、
肚
會
學

の
概

念

に
於

け
る
動
揺

の
弊

を
除

い
て
、
之
を
確
立
す

る

こ
ご
に
あ

る
が
、
併

し
経

り
な
き
議

論

に
よ
り
て
其

の
弊

が

寧

ろ
益

々
増
大

し
て
居

る

恩
思
は
れ

る
。
此
慮

に
も

亦
迷

は
さ
れ
な

い
創
造
的
精
紳

の
作
業

が
、
批
評
家

の
巧
妙

な

る
論
議

よ
り
も
肝
要

で
あ

る
の
で
あ

る
。
デ

イ

〃
タ
イ
が
嘗

て
述

べ
覚

る
左

の
語
は
、

大

に
玩
味
す
可

き
も
の

ご
思

ふ
。
「
全

髄

か
ら

考

へ
る
ご
、
實
在

の
何

れ
か

の
部

分
内

容

が
、
実

れ
か
ら
澄
明

さ
れ

る
又
有
効

な

る
命
題

を
、
螢
展

さ
せ
る

に
適

す

る
や
否
や
ご
云

ふ
問

題
は

、
余

の
眼
前

に
置

か
れ

て
居

る
小
刀

が
よ
く
切
れ

る
や
否
や

ご
云

ふ
問

題

に
似

て
居

る
。
其

の
小
刀

が
よ
く
切
れ

る
や
否
や
を
決
定

す

る
に
は
、
吾
人

は
夫
れ

で
切

っ
て
見
ね

ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

一
の
新
し
き
學
問

は
重
大

な

る
眞
理

の
登
見

に
よ

り
て
構
成

さ
れ

る
の
で
、
事
實

の
慶

大
な

る
世
界

に
於

て
ま
だ

占
領

さ
れ
て
居
な

い

一
地

域
を
匠
劃

す

る
事

に
依

っ
て

い
な

い
。
」凋

逸

に
於

て
最

近
二

十
五
年

間

に
現
は
れ
た
る
、
學

問
的

に
重

要
な

る
祉

會
學

的
文
献

の
殆

ん
ど
五
分

の
四
ほ
ど
は
、
方
法
問
題

に
献

げ
ら
れ

把
る
も

の
で
あ
る
。
先

畳
音

が
此

の
問

題

に
停
滞

し
て
居

れ
ば
居

る
ほ
ど
、
新
著

の
著

者

は
益

々
、「
如
何

に
し

て
肚
會
學
的
學
問

は
可
能

で
あ

る
や
」
ご
云

ふ
問

題
を
、
常

に
新
把

に
呈
出
す
可
く
鯨
儀
な
く

さ
れ

て
居

る
。

此

の
か
な
り
無
効
無
力

な

る
論

争

は
、
吾
人

の
時
代

の
ア

レ
キ
テ

ン
ド

リ
ァ
風

潮

へ
の
、

　
の
喜

ば
し

か
ら

ぬ
貢

献
を
な

し
て
居

る
。
此
際
断

乎
こ
し
て
實

質
を
掴
む

こ
ご
は
、

一
の
救
済

法

で
あ

る
で
あ

ら
う
。
自
然
科
學

的
肚

●



會
學

・
於
て
は
、
穗

は
文
化
科
學
的
肚
會
學
に
於
け
る
ほ
ど
悪
一
は
な
い
。
釜

は
何
れ
の
科
學
も
、
其
の
限

界
や
可
能
性

に
關
し
て
、
此
の
如
き
不
安
心
な
臆
病
な
考
慮
の
前
階
段
を
通
過
せ
ね
ば
な
ら
漁
必
要
は
、
決
し
て

な
い
ご
信
じ
担
い
〇

一
の
科
學

の
目
標
確
定

に
於
て
、
.吾
人
は
之
れ
に
方
針
を
與

へ
る
最
後
の
理
想
的
目
標

ご
、
直
接
の
仕
事

に
封

ず
る
特
殊
的
課
題
ご
を

囁

刑
せ
ね
ば

な
毒

。
而
し
て

余
輩
は
.就
會
學
の
理
想
的
目
標
を
、
最
後
の
大
生
蔀
問

題
、
帥
ち
個
人
の
運
命
ご
集
團
の
運
命

ご
は
如
何
に
結
合
さ
れ
る
や
、
個
人
は
如
何
程
実
れ
自
身
に
属
し
、
如
何

程
他
人
に
・
ヌ
如
何
程
集
團
的
勢
力

に
属
す

る
や
ご
云
ふ
問
題
の
答
警

於
て
認

め
る
。
又
之
れ
に
達
す
る
途
を

肚
曾
比

の
諸
形
式

の
研
究

に
求

め
る
。

フ
イ
ァ
カ

ン
ト
は
關
係

の
範
疇

(島
。
国
国
掃
σq
。
門岡。
α
。
門
閑
。
N団魯
口
口
閃
)
を
、

特

に
肚

會
學

的
な
範
躊

ご
稽
し

て
居

る
が
、
実
れ

は
實

に
名
言

で
あ
る

と
思

ふ
。
'

今

肚
曾
比

の
形
式
を
内
容

か
ら
分
離
す

る
可
能
性

に
就

て
は
、
留

に
肚
會
學

の
反
覇
者

に
よ
り
て
疑

は
れ

把
ば

か
ら
で
な
く
、
祉
會
學
者
自
身

に
よ
り
て
も
疑
は
れ

た
。

シ
ユ
バ

ン
は
最

こ
も
烈

し
く
ジ

ム
メ
ル
の
肚
會
學

の
概

念
に
霧

し
て
居
・
・
警

色
・
撃

・
忠

、
左
の
聖

・
も
導

て
屠

。
「
さ
れ
ば
婁

の
形
式
的
性
質

は
、
只
ジ
ム
メ
ル
の
肚
會
學
に
の
み
特
有
の
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ
見
解

は
、
排
斥
さ
れ
ね
ば
な
ら
の
。
劉
象
の
形

式
的
性
質
は
何
庭

に
於
て
も
散
け
て
居
な
い
。
さ
れ
ば
ジ
ム
メ
〃
の
見
地
は
不
正
當
で
あ
る
こ
ご
が
明
ら
か
で
あ

る
。
見
掛
上
の
内
容
酒
即
ち
経
済
、
國
家
、
法
律
、
政
治
、
言
語
等
は
明
ら
か
に
特
殊
的
諸
形
式
に
し
て
、
絶

て

論

叢

フ
オ
・
・ウ
イ
芸

肚
會
學
諭

筆

八
巻

(第
五
號

三
七
)
.
八
九
九

り



論

叢

フ
ォ

ン
・
ウ
イ
芸

戯
會
學
論

策
支

巻

(第
五
槻

三
入
)

九
〇
〇
.

の
人
な
に
よ
り
て
使
用
さ
れ
得
る
も
の
、
決
し
て
内
容
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
ジ
ム
メ
ル
の
形
式
概
念

は
混
説
し

て
居
」る
。
夫
れ
は
雑
草
ε
蕪
菁

ご
を
ゴ
ッ
チ
ヤ
に
し
て
居
る
。
か
く
て
、
他
の
方
面
か
ら
見
れ
ば
甚
だ
有
益
な
、

怜
悧
な
る
ジ
ム
メ
ル
の
個
別
的
諸
研
究
は
、
大
部
分
心
理
學
的
に
し
て
、
只

一
部
分
肚
會
學
的
で
あ
る
に
過
ぎ
な

い
こ
ご
に
な
っ
て
居
る
。
術
ほ
其
の
肚
會
學
的
な
部
分
も
直
ち
に
統

一
的
、
「
形
式
的
」で
な

い
。
其
の
多
く
を
、

、
例

へ
ば

シ
エ
フ
レ
ー
は
彼

の
比
較
膿
制
論
、
螢
達
論
、
集
團
結
合
論
等

に
於
て
、
ヌ
彼
の
肚
會
的
塞
間
時
間
論
に

於
て
取
扱
ふ
て
居
把
。
」
ト
レ
ル
チ
も
矢
張
b
吐
會
的
形
式
の
分
離
可
能
性

に
就
て
、
疑
を
挿
ん
で
居
る
ご
思
は
れ

る
。
彼
は
肚
會
學

ご
肚
會
経
濟
學
こ
の
關
係
を
取
扱
ふ
に
當
て
、
左
の
如
く

述

ぜ
て
居
る
。
「
其

の
時

其
の
時
の

肚
會
學
的
全
構
造
其
物
は
、
常
に
経
済
的
技
術
的
諸
原
因

に
よ
り
て
甚
だ
強
く
制
約
せ
ら
れ
、
其
の
持
続
性
及
び

統

一
性
の
多
く
を
、
ま
さ
し
く
其
筈
の
諸
原
因
に
負
ふ
の
で
め
る
。
」

・

杜
會
學

に
於
け
る
形
式
の
抽
出
は
、
其
の
他
の
肚
會
諸
科
學
に
於
て
必
要
な
る
形
式
の
抽
出
か
ら
、
只
度
合
に

於
て
差
異
す

る
だ
け
で
あ
る
ご
云
ふ
シ
ユ
パ
ン
の
見
解
は
、
承
認
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
併
し
此
の
場
合

に
於

け
る
度
合
の
差
異
は
、
甚
だ
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
。
科
學
的
研
究
の
樹
象
祀
る

「
切
の
人
間
的
事
象
か
ら
、
只

あ
る
が
ま

、
の
人
格
者
及

び
團
禮

の
相
互
關
係
に
就

て
、
吾
ル
に
説
明
を
與

へ
得
る
も
の
、
み
を
引
き
出
さ
ん
ご

す
る
な
ら
ば
、
叉
人
格
者
及
び
團
禮
の
協
力
作
用
及
び
反
封
作
用
の
目
的
、
分
析
井

に
動
機
を
、
只
吾
人
が
人
間

的
關
係
を
あ
る
が
ま

＼
に
外
新
す

る
材
料

こ
し
て
の
み
取
扱
ふ
な
ら
ば
、
此
腱

に
肚
會
學
ε
他
の
肚
曾
的
諸
科
學



あ

間
の

あ

差
別
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
、
而
し
て
其

の
差
別
醤

際
に
於
て
形
式

の
範
疇

茜

容
の
範
轡

の
樹
立

に
よ
り
て
、
磐

も
明
膏

指
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

此
庭
に
特
有
の
問
題

こ
な
る
は
↓
.確
か
に
人
間
的
關
係
の
形
式
を
人
.間
的
關
係

の
實
質
的
内
容
か
ら
抽
出
す
る

…

が
梟

し
て
罷

で
あ
・
か
・
又
如
何
程
可
能
で
あ
・
か
三
至

・
・
、
き

し
-
砦

關
鷺

盤

的
な

る
關
係
日
的
甚

だ
密
讐

蓉

・
れ
・
居
・
の
で
な
・
か
芸

ふ
・
・
で
あ
る
。
人
蔭

又
其
筈
の
最
後
の
法

則
的
及

び
規
律
的
關
係

を
知
得
す

る
ご
云

ふ
こ
ざ
は

、
甚

だ
困
難
な
分

析
を
企
だ

て

る
勢

に
酬
ゆ

る
に
は
、
あ

ま

り

一・ト

さ
き
、
あ
ま

り
に

一
般
的

な
も

の
で
な

い
か

ご
疑

ひ
得

る
。
人

々
は
各

々
の
具
禮

的
な
實

質
的
事
柄

が
、

を

ノ

人
天

あ

關
係
を
常
錘

更
し
、
而
し
・
、
人
・
を
暮

す
可
義

雰

離
す
可
轟

制
す
、
穫

の
カ
は
、

實
璽
的
な

る
も
の
か
ら
生

ま
れ

る
の
で
あ

る
ご
考

へ
る
で
あ
ら
う
。

此

の
問
題
の
困
難
な
る
こ
垂

至

ま
で
も
な

い
。
併
し
実
れ
は
解
快
し
得
ら
れ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
、
ヌ

解
決
し
て
も
効
果
の
な
い
も
の
で
は
な
い
。
人
・
は
最
初

の
化
墨
書

謝
し
て
、
同
讐

反
射
を
試
金

。
人

。

が
若
し
・
如
何

に
し
て
二
人
或
は
姦

の
人
・
の
精
神
的
或
醤

際
的
蓉

が
あ
る
が
ミ

に
作
用
し
、
如
何

に

人
間

の
中
間
節
減
、

「我

」
ご
「
汝
」
こ
の
結
合
、
「
我

等

」
の
本
質

が
作
ら
れ
て
居

る
か
を
知

る
能
力

を
、

永
久

に
人

間

の
精
神

か
む
奪

ひ
去

る
な
ら
ば
、
是

れ
人
間

の
精

棘

を
甚

だ
貧

弱
な
も

の
ざ
な
ら
し

め
る
の
で
な

い
か
。

カ
ズ
ィ
ス
チ
ク

恐
ら
く
は
余

輩
は
今

日
承
認
す

る
よ
り
は
、

↓
層

廣

人
な

る
決
疑
論

に
達
す

る
で
あ
ら
う
。
恐

ら
く

は
多
歎
な

論

叢

・
オ
・
・ウ
毛

紅

軍

論

第
+
黍

(第
五
號

三
九
)

九
9

9

戸

,

弔」



、

論

叢

・
オ
。
.ウ
イ
ゼ
の
肚
會
學
論

第
+
八
巻
製

第
五
號

四
〇
)

九
〇
二

る
關
係

諸
可
能

が
、

小
数

に
軍
純
化

さ
れ

る
で
あ
ら

う
。
恐

ら
く

は
余

輩

は
余

輩

の
形
式

に
、

一
層
多

く

の

「
實

質

」
を
取
b
入
れ
、

一
の
濁
立
な

る
學

こ
し
て

の
肚

曾
學

の
特
質

に
、
直

ち
に
相
癒
す

る
こ
見

へ
る
よ

り
も
以
上

.

.

に
、
経

済
的
、
言
語
的
、
個
人
心

理
學

的
、
生
物
學

的
事
實

等
を
考

へ
に
入
れ

ね
ば
な
ら
な

い
で
あ
ら
う
。
総

て

此
等

の
こ
ご
を

、
余
輩

は
先

づ
根

本
的

に
研
究

せ
ん

こ
す

る
の
で
あ
る
。
特

に
注
意

す
可
き

は
、
勝
煮
艦
卿
鶴

は

ホ
ィ
リ
ス

チ
ッ
セ
ス
ロ
プ
リ
ン
チ
プ

ま

さ
し

く

一
の
登
帥
誘
導
的
原

理
で
あ

る
こ
ご
で
あ

る
。
余
輩

は
「
形
式

は
内
容

か
ら
離

さ
れ

る
」
ご
云

ふ
假
説
を

設
定
す

る
。
而

し
て
此

の
出
螢
鮎

か
ら
進

ま
ん

こ
す

る
の
で
あ

る
。

此
腱

に
今

日
白
片分

(
フ
ォ
ン
・
ウ

イ
ゼ
)
が
、

一
般

的
肚
會
學

(と
茜
Φ臼
。言
①
Ω
①。。。ロ
ω∩言
論
冨
年
。
)
の
範
域

を
如

.

何

に
整

理
し
、
ヌ
自
分

の
研
究

す

る
綱

目
を
如
何

に
別

っ
て
居

る
か
を
簡
輩

に
表
示
す

る
こ
ご
は
、
自

分
の
主

張

を

明
ら
か
に
す

る
爲

め
に
有

益

に
し

て
、
且

つ
講
者

の
理
解

を
助
け

る
ご
思

ふ
。

第

一

部

1
、
學

と
し
て
の
吐
曾
學

の
任
務
。
肚
會
學
と
他
の
個
別
學
.の
砒
會
學
的
方
法

の
開
帳
。
祀
曾
學
的

認
識
の
困
難
。
吐
會
學
的
洞
見
の
障
害

と
し

て
の
先
入
意

見
。

2
、
肚
會
學

の
歴

史
。
(
百
科
全
書
的
思
想

よ
り
配
食
牝
形
式
論

へ
の
爽
蓮
。
)

3
、
組
織
さ
れ
た
る
智
識

の
枠
内
に
於
眈
る
肚
愈
學

の
地
位
。

第
.

二

部

4
、
鮭
會
化
り
本
質
。
閣
僚
の
範
疇
。
(縄
封
的

及
び
相
封
的
証
曾
概
念
。
過
程
と
し
て
杜
曾
化
。
分
化
と
集
結
。
勢
働
分
別
(
分
業
)
と
勢
働
結
合
。



固
持
と
塗
化
。
蕉
と
新
。
世
代
連
綴
。
)

`
・
祀
鹿

の
富

豊

び
身
欝

前
蜜

藁

・
(習
慣
・
碧

力
。
穰

-

同
情
・
憲

-

上
位
・
下
位
或
・
支
配
・
麗

-

相
互
並

{仔
。

相

互
北
ハ存
。

相
互
ム
情
致

及

び
相

互
分

離
。
)

6
・
肚
會
隻

語

形
式

出

塁

　

藝

・
巨

二
9

・舞

舞

..一

群
族
。
震

。
画
家
。
民
族
。
人
種
-

職
業
。
券

。

。
ス
。
。
階

級
一

狐
狸

壷

金

嘉

.極

叢

者
。
難

者
藷

讐

一

相
蓑

助
・
聾

障
碍
-

難

・
畢

化
。

7

、

肚

曾
化
.の
要

素

。
個

人

の
問
題

。

8
・
窓

化

の
壷

餐

及
び
目
的
設
箏

個
人
・正
義
・
慧

土
嚢

び
雑

、義

-

自
由
。
毒

。
同
胞
。.

9
・
肚
會
.的
現
象
と
し
て
の
組
織
さ
楚

・
精
神
生
活
.
(嵩

、
藝
術
、
宗
教
、
哲
學
、
幕

一

敏
化

呆

質
。
)

璽

組
織
さ
わ
た
る
蕪

的

行
動
。
髄
綱
論
。
(紹
濟
、
路

、
繋

。
)

n
・
祀
禽

行
聖

ぴ
組
織
さ
れ
た
・
醤

生
活
・
形
式
幾

物
。
(果

-

結

簑

び
嚢

i

馨

-

企
業
一

馨

。)

12
、

結

論
、

就
命

學

と
倫

理
學

。

右
の
一
般
的
器

學
の
概

・
就
・
、
雀

少
し
逸

べ
・
穿

が
、
右
の
嶺

。
よ
リ
グ、五口人
は
先
づ
關
孫

の
本
質
か
ら
出
響

て
行
を

、
倉

の
肇

長

轟

象

的
・
奪

ね
ば
な
畠

内
釜

兄富
な
。
多
数
の
問

題
が
存
在
し
て
・
吾
人
の
研
究
を
案

ず
・
…

が
、
明
ら
か
に
示
・
れ
る
ご
思
ふ
。
併
し
此
等
の
諸
韻

を
組

織
的
蓉

に
於
て
註

塞

の
如
毳

毳

発
す
・
學
科
は
雫

存
在
し
な
い
。
入
若
し
此
等
の
問
題
の
懇

的

、包
括
的
研
究
を
・
墓

の
任
登

記
・
ん
手

・
な
ら
ば
、
実
れ
は
箪

の
範
團
を
非
常
に
興

せ
ね
ば
な
ら
な

い
で
あ
ら
う
・
併
し
著

そ
う
云
榛

に
し
て
此
等
の
問
題
を
墓

に
於
て
饗

せ
ん
与

る
場
合
に
は
、
農

臨

鍍

フ
ォ
・
・ウ
ィ
芸

肚
竃

論

筆

八
巻

(豊

號

里

)

九
。
三

㌧

,



論

叢

7
オ
ン
・ウ
イ
ゼ
の
砒
會
學
論

第
十
入
答

(第
五
號

四
二
)

九
〇
四

に
形

而
上
學

及

び
倫
理
學

ご
密
接

に
接
近
し

て
取
扱

は
れ

る

こ
ご
は
、

経
験

的
分
析
的
な

る

肚

會

學

(集
Φ
①日
-

b
三

・。。
τ

。
『導

『
。
目
色
Φ
・
即
昌
・
貫

・
。
巳

。

Ω
…

盲

評

津
・・
葺

↓

に

封

し

て

危

除

を

生

じ

易

い
。

フ
ォ
ン
、

。へ
ー

ロ
ー
は
、
肚
會
學
に
於
て
は
特
殊
的
諸
問
題
に
分
割
し
て
研
究
す
る
必
要
、
何
れ
の
他
分
學
科

に
於
て
よ
り
も

一
層
人
な
る
で
あ
ら
う
ご
云
ふ
て
居
る
が
、
夫
れ
は
間
違

っ
て
居
な
い
ご
思
ふ
。
併
し
此
等
の
特

殊
的
分
析
は
、
内
部
的
協
力
を
分
散
す
る
弊
を
有
し
な
い
。
其
の
内
部
的
協
力
は
弱

め
ら
れ
す
に
存
続
す
る
。
肚

會
學

の
行
な
ふ
分
析
は
、
入
間
か
ら
出
資
す
る
庭
の
、
周
邊
的
、
遺
心
的
で
な
く
し
て
、
著
し
く
求
心
的
な
る
み

析
の

「
種
で
あ

る
。
嚴
密

な
る
総
合

鳳
、

吾
人

の
研

究
が
雌

め
ぱ
進

む
程
、
ま
す

く

あ
な
花

へ
後

退
す

る
。
か

、
る
総
合
は
人
間
的
詰
開
係

の

一
の
完
全
な
る
織
物
が
、
統

　
的

に
織
b
上
げ
ら
れ
る
こ
ご
を
意
味
す

る
で
あ
ら

う
。
併
し
各
分
析
は
時
に
は
此
の
鮎
、
時
に
は
か
の
鮎
に
於
て
、
あ
る
が
ま
、
の
人
間
に
吾
人
を
接
近

さ
せ
、
而

し
て
実
れ
に
依
て
常

に
吾
人
を
、

一
切
の
文
化
絡
合
も
亦
包
含
さ
れ
る
庭

へ
専
一
の
で
め
る
。
爾
ほ
分
析
は
大
な

る
長
所
を
有
っ
て
居
る
。
夫
れ
は
多
く
の
歴
史
哲
學
者
の
、
堪

へ
得
ら
れ
な

い
、
早
ま
b
過
ぎ
に
、
狂
気

じ
み
把

思
辨
か
ら
、
或
は
精

舟
詩
作
に
過
ぎ
な

い
荒
唐
な
構
想
か
ら
、
吾
人
を
解
放
す
る
の
で
あ
る
。

併
し
肚
會
學
的
形
式
分
析

(甑
。
の。
N
§
。
σqぎ
冨

聞
。
§

留
巴
属
。
)

に
於
て
、
吾
人
は
如
何
な
る
方
法
を
用
ゆ
可

き
か
。
此
庭

に
比
較
は
主
要
手
段
で
あ
る
。
先
づ
第

一
に
、同
機
な
共
同
生
活
目
的
が
、
種
々
な
る
騰
隷
螺
露
組
織

に
よ
り
て
追
求
さ
れ
る
場
合
が
融鬼
集
さ
れ
る
。
吹
に
第
二
に
種

和
な
る
目
的
が
、
入
間
の
外
部
的
編
制
〃の
同
様
な

道

に
よ
り
て
追
求
さ
れ

る
場
合
が
蒐
集
さ
れ
る
。
而
し
て
第
三
に
、
其
等
の
場
合
に
於
て
人
間
が
如
何

に
相
互
に



9

反
動
ず

る
か

い
、
研
究

さ
.る
可

き
で
あ

る
。

か
ぐ

て
任
意

に
一
=
二
の
例
を
畢

ぐ
れ

ば
、
模

倣
、

仲
間
團
結
、
友
人

團
結
其
他
の
詔
現
象
が
、
鴇

的
に
研
究

さ
れ

・
の
で
あ
・
.。
叉
其
筈

の
臨
納
的
研
究
に
、
公
理
か
ら
の
演
繹
が

相
並
ん
で
行
な
は
れ
る
。
而
し
て

一
の
這

に
よ
り
て
得
ら
れ
だ
る
結
果
は
、
他
の
道

に
よ
り
て
得
ら
れ
砦

結
果

を
屡
照
し

て
、
制
御

さ
れ

る
の
で
あ

る
。

一

荷

ほ
、

取
扱
は
る
可

き
人
間
的
關
係

の
選
繹

の
標

準

に
關
す

る
、

さ
き

に
少
し
く
述

べ
仁
問
題

が
残

っ
て
居

る

が
・

バ
ー

〃
ト
は
さ
き
に
饗

し
如
一
、
歴
史
的
重
要
を
以
て
其

の
選
揮
の
標
準
こ

し
ょ
　

弄

る
。
併
し
余

(
フ
ォ

ン
・
ウ
ィ
ゼ
)
は
歴
史
哲
學
音

が
、
何

が
歴
史
的

に
重
要

に
し

て
、
軍

に

鹿

波
」
に
過
ぎ
な

い
も

の
で
な

い

か
を
、
異
論

を
起

さ
せ
す

に
、
又
偏
見
な

し

に
、
吾

人

に
言
明
し
得

る
ご
云

ふ
信
仰

を
、
受

け
入
れ

る
こ
ご
は
出

、
楽

な

い
。
余

は
此

の
あ
ま

レ
に
動
揺

し
、
叉
屡

々
濫

用

さ
れ

て
居

る
基
礎

に
於

て
、
標

準
を
求

め
よ
う

ご
は
し
な

ア

ン
ト
ロ
ポ
ロ
ギ
互

い
。
只
哲

學
或

は

一
の

一
般

的
な
、
軍

に
自
然

科
學

的
で
な

い
人

間
學

の
み

が
、
標

準
を
與

へ
得

る
の
で
あ

る
。

即

ち
あ

る
が
ま
ま
の
人
間

に
關
し

て
、
光
を
或

は
説

明

を
興

へ
る
総

て

の
も
の

は
重

要

で
あ
る
。
此
庭

で
は
、

此

の

一
般
的
な

(更

に
詳
し
き
解

繹
を
要
す

る
)命

題
を

述

べ
る
だ
け
で
足

り
る
ご
思
ふ
。

却
説

特
殊
學

こ
し

て
の
祉
會
學

に
就

て
、

以
上
述

べ
し
事

の
多
く

は
、
尚

ほ
明
瞭

を
鉄

い
て
居

る
ご
考

へ
る
人

々
は
・
吾
人
は
會

漸
一

一
新
學
科
の
建
設
岩

手
し
始
め
セ
の
で
あ
る
こ
ご
を
記
憶
さ
れ
花
い
。
吾
人
若
し
肚

會
學
に
就
て
、
含

既
茎

一
挺
を
許
さ
藷

命
題

に
於
て
、

一
切
の
學
的
結
果
を
簡
軍
明
瞭

に
約
述
す
る
こ
ざ

が
出
来

都
ざ
す

る
な

ら
ば
、
実
れ

は
既

に
杜
會

學

が
完
成
し
、
吾
人

の
任
務

が
完
全

に
途
成
ざ
れ
た

こ
ご
を
意

味

す

る
で
あ
ら
う
。
今

㈹
ほ
肚
會

の
概
念

は
茫
漠

こ
し

て
居

る
こ
て
嘲
弄
す

る
人

舟
は
、

経
済

或
は
国
民
経
濟

ご
云

論

叢

フ
ォ
ン
・ウ
イ
ゼ
の
肚
會
學
論

第
十
入
谷

(第
五
號

四
三
)

九
〇
五

一



論

叢

・
オ
ン
・ウ
イ
芸

肚
會
學
論

・

第
+
八
巻

(第
五
號

四
四
)

九
〇
六

ふ
語
の
意
味

に
就

て
、
今

日
術

抵
盛

ん

に
論
議

さ
れ

て
居

る
こ
ご
に
注
意

さ
れ

た

い
。
り
ー

フ

マ
ソ
(H・器
量

磐
巳

は

「
第
十

九
世

紀
の
中
頃

に
は
、

人

々
は
経
済

理
論

は
完

結
し
完
成
し

て
居

る
ご
考

へ
た
が
、
黄

の
後

総

て
が
再

び
動
揺
し

て
來

把
」

ご
云
ふ
て
居

る
程

で
あ

る
。
文

法
學
漕

は
彼
等

の
基
本
概

念
π

る

「
法

」
の
外
見

上

の
確
實

を
、
只
彼
等

が
絡

て
不
確
實

な

る
も
の
を
、
国
家

の
概

念

か
叉
は

(自
然
法
論

的

に
)
正
義

ご
稽

せ
ら
れ

る
も

の

に

押

し
込

む

こ
ご

に
よ
り
て
の
み
、
誇

り
得

る
の
で
あ

る
。

フ
ォ

ン
・
ウ
イ
ゼ
氏
が

フ
ォ

ン
・
べ
ー

ロ
下
民

の
意

見
を
批
評
し
、
又
之
れ

に
答

へ
て
、
特
殊
學

こ
し

て
の
肚
會

學

の
可
能
性
及

び
必
要
性

を
論
讃

せ
ん

こ
す

る
論
文

、「
特

殊
學

こ
し

て
の
祉
會
學

」
の
中

に
述

べ
て
居

る

こ
ご
は
、

以
上
述

べ
来

り
し

が
如

き
も
の
で
あ

る
が
、
余
輩
は

先
づ
此

の
論
文

を

フ
ォ
ン
・
べ
ー

ロ
!
氏

の

論
文

ご
比
較

す

騙
る

こ
ご
に
よ
り
て
、
今
日
濁
逸

に
於

け
る
肚
曾
學
.の

研
究

及

び
敏
授

の

「
般

的
状
態

を
、
大

鰹
上
學

ぶ
こ
ご
が
出

家

る
の
で
あ

る
。

次

に
ヌ

專
ら
肚
會
形

式
を
対
象

こ
す

る
特
殊
學

こ
し
て
の
肚
會
學

の
概
念

が
、

さ
き

に
ジ

ム
メ

ル
に
よ

り
て
唱

へ
出

さ
れ

把

る
後

、
今

日
如
何

に
展

開

さ
れ
て
居

る
か
を
、
大
髄
上
學

ぶ

こ
ご
が
出
家

る
の
で
あ

る
。
併

し
余

は
暴
れ

よ
り
更

に
、

フ
ォ
ン
。
ウ
イ

ぜ
氏

は

如
何

に
し
て
右

の
如

き

特

殊
學

こ
し
て

の
ジ

ム
メ

ル
肚

曾
學
概

念
を
遵
奉
す

る
に
至
れ

る
か
、
ヌ
右

の
論
文

後
国
民

は
之
を
更

に
如
何

に
展

開
し

て
來

把
か
を
、

梢

身
詳

し
く
研
究
し

て
見

た

い
ご
思

ふ
。

而
し

て
余

の
知

る
腱
で

は
、
同
氏

の
最
初

の
肚
會
學

上

の
著
作

は
、
千
九
百
⊥
ハ

年

に
出
版

さ
れ

だ
「
肚
會
學

の
基
礎

確
立

に
就

て
」
(N
母

O
ヨ
p
亀
Φαq
量
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聾
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奪
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頭
目
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冨
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日

量

督

責

農
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§

写

ま

・。
皇

。
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)

で

あ

る

が

、

余

は

先
づ
此
の
著
作
に
於
け
る
同
氏
の
肚
會
學
論
を
研
究
す
る
こ
ご
こ
す
る
。

θ


